
様式第2号(第7条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和元年度第２回川島町子ども・子育て会議 

開 催 日 時  令和元年９月２７日（金）午前１０時～正午 

開 催 場 所  役場庁舎２階 大会議室 

議 題 

（１）第２期 川島町子ども・子育て支援事業計画策定について 

（２）川島町子ども・子育て支援事業における量の見込みと確保 

方策について 

（３）その他 

公開・非公開の別  公開（傍聴人０名） 

出
席
者 

委 員 

(敬 称 略) 

中谷 茂一、山口 三葉子、石川 勉、笛木 哲、池田 孝司、 

石川 まり子、鈴木 義宏、廣江 喜美江、丸山 律子、 

笛木 正司、髙柳 香菜 

その他関係者 

(敬 称 略) 

地域計画株式会社 福田 圭一 

（川島町子ども・子育て支援事業計画策定業務委託業者） 

事務局職員 子育て支援課 関 吉治、小林 覚、牛村克彦、小島秀夫 

配 布 資 料 

【配布資料】 

資料① 令和元年度第２回川島町子ども・子育て会議次第 

資料② 令和元年度第２回川島町子ども・子育て会議スライド 

    （資料１） 

資料③ 川島町子ども・子育て支援事業における量の見込みと 

確保方策について（資料２） 

【事前配布資料】 

資料④ 川島町 子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

（就学前児童世帯調査） 

資料⑤ 川島町 子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

（就学児童世帯調査） 

資料⑥ 川島町 子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

用語解説及び事業説明 

資料⑦ 川島町 子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

報告書（案） 

資料⑧ 川島町 子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

報告書【その他・記述集】（案） 

 審議会等の内容・概要 

１ 開会 小林 

２ あいさつ 中谷会長 

３ 議題 

（１）第２期川島町子ども・子育て支援事業計画策定について 

・事務局より、前回に引き続き、第２期川島町子ども・子育て支援事業計画策定のた 

めの経過の報告を行いました。 

・令和元年７月５日から１７日にかけて、計画策定のため、アンケート調査を実施し 



ました。その結果を集計した内容について報告を行いました。 

また、アンケートや利用実績、人口推計を基に量の見込み（ニーズ）と確保方策 

（受け入れ枠）を算定し、計画として策定していく旨やその算定方法を説明しました。 

（２）川島町子ども・子育て支援事業における量の見込みと確保方策について 

・議題１で説明した量の見込み、確保方策について、算定した数値を説明し、各委員 

より意見を求めました。 

（３）その他 

 ・本日の会議及び会議録は公開かつ会議録は要点筆記である旨を説明しました。 

・会議録の署名委員は山口委員と笛木委員に依頼しました。 

・第２回会議は１０月下旬に実施予定。 

 ・今年度川島町子育て支援総合センター「かわみんハウス」の指定管理契約が終わる

ため、新しい業者の選定を行う必要があり、その選定委員として、川島町子ども・

子育て会議委員のうち、何名かにも参加をしてもらいたいと考えている旨を説明し

ました。 

８ 閉会 小林 

 

ご意見まとめ 

（１）第２期川島町子ども・子育て支援事業計画策定について 

【委 員】資料１の９，１０ページについて、このページのタイトルにイメージと記載

されていますが、ここに記載されている数字はアンケートを基にして算出し

た実数ではない数字ということで良いでしょうか。 

【事務局】ご指摘のとおりです。こちらに記載されている数字は実数ではありません。 

     計算方法等をわかりやすく説明するための資料であり、アンケート等を基に

して算出した数字は議題２で資料２を用いて説明します。 

【委 員】人口推計はどこかから提供してもらった数字でしょうか。 

【事務局】こちらの数字は町民生活課より提供していただいた数字を基にしています。 

【会 長】アンケートについて、回収方法を変えたことで前回よりも良い回収率となり、

町民の意見をより反映できたことは非常に良かったと思います。 

 

（２）川島町子ども・子育て支援事業における量の見込みと確保方策について 

【委 員】資料２ ３ページ（１） 教育にかかる施設型給付の確保方策について、町内

幼稚園はとねがわ幼稚園を指しているということと説明がありましたが、こ

の内容をみるに、とねがわ幼稚園の受け入れ人数は今後５年間は減らさない

方針ということでよろしいでしょうか。 

【事務局】ご指摘のとおり、現在のところ、受け入れ人数を維持する予定です。 

【会 長】見込みより確保方策が大きいですが無償化に伴い、利用希望者が増える可能

性もあるのでご注意いただきたいです。 

【会 長】資料２ ４ページ（２） 保育にかかる施設型給付の確保方策について、特に

３号認定（０歳～２歳）の量の見込みと確保方策の差がほとんどありません

が見込みの数字がこれ以上増加した場合の対応策は考えているのでしょう

か。 

【事務局】町内の地域型保育事業の事業所内保育を実施している、あすか川島保育園に

ついて、施設全体の枠が１２人まで、職員枠８人、町民枠４人となっていま

す。０歳～２歳を対象として受け入れが可能となっている施設のため、今後、

町民枠の増加や、職員枠が満たされていない場合について、受け入れること



が可能か協議いたします。 

【委 員】資料２ ７ページ（２）地域子育て支援拠点事業の量の見込みについて、アン

ケートの数値を参考として算出した数値なのでしょうか。 

【事務局】アンケート結果から算出した量の見込みですと600人～700人と実績と比べて

極端に少ない数字になってしまうため、現在の利用実績を基に算出していま

す。 

【会 長】実績表の利用人数は町外の利用者も含まれている数字となっているのでしょ

うか。 

【事務局】こちらに計上しているのは町民の利用者のみです。 

【会 長】資料２ ８ページ（４）乳児家庭全戸訪問事業の事業内容について、生後４か

月までの児童を訪問となっていますが実際はどのくらいの児童が対象でしょ

うか。 

【事務局】生後２～４か月の児童を対象に実施しています。 

【委 員】資料２ ９ページ（５）養育支援訪問事業の事業内容について、「川島町では

実施されておりません」となっていますが同内容の別事業で実施していると

はどういうことでしょうか。 

【事務局】国補助金の対象事業としての養育支援訪問事業は国基準を満たしておらず、

同内容の母子健康事業という事業を町独自で行っているということです。 

     説明がわかりにくいため、文言を修正します。 

【会 長】表記表現にはご注意いただきたいです。また、ここまでの記載内容全てに係

る提案ですが、訪問件数は延べ件数であるならば、『延べ』と記載した方が

よいと思います。 

【事務局】各内容を確認し、対応したいと思います。 

【会 長】資料２ １０ページ（６）子育て短期支援事業について、現在川島町の利用ニ 

     ーズもないため実施は行わない方針と説明がありましたが、県内全域を見て 

も実施している市町村は少なく、今後ニーズが出た場合に備えて対応方法は

検討してほしいと思います。 

【委 員】資料２ １０ページ（７）ファミリー・サポート・センター事業の見込みと確 

保方策について、算定されている数字は実績を基にしているとの事ですが、

この実績のうち、未就学児の利用者と小学生の利用者は、それぞれどの程度

利用していたのでしょうか。 

【事務局】平成３０年度実績としましては、それぞれ延べ件数で未就学利用者が２８件、 

小学生利用者１３１件合計１５９件の利用がありました。 

【委 員】当初（平成２６年度～平成２８年度）の利用者が少ないのはなぜでしょうか。 

【事務局】平成２６年から始めた事業ですが、平成２６・２７年はサポーター（預かる

側）の人数増加に努めたため、ほとんど利用がありませんでした。体制が整

い始めた平成２８年より本格的に周知・活動できるようになったことにより

利用者が急増しました。 

【会 長】現時点でのサポーターの登録者は何名でしょうか。 

【事務局】８名の方に登録いただいています。 

【会 長】潜在ニーズは高い事業であるはずなので、サポーターの育成は今後の課題と

思います。 

【事務局】資料２ １１ページ（８）一時預かり事業について、ニーズ調査の内容に基づ

いて算出した案①と実績に基づいて算出した案②の２案を提案させていただ

きました。どちらの案を採用するかご意見をいただきたいです。 
   



 

 


